
鹿児島県土木部優良工事等表彰推薦基準 
 
１ 趣旨 
  この推薦基準は，鹿児島県土木部優良工事等表彰実施要領（以下「要領」と 

いう。）に定める優良工事表彰，優秀技術者表彰，若手有望技術者表彰の候補
者推薦について，必要な事項を定める。 

 
２ 推薦基準 
  要領第４条の推薦は，次の基準に基づき原則として工事成績評定点の高い工

事から推薦する。ただし，工事の内容並びにその規模等を勘案する場合はこの
限りでない。なお，工事成績評定点の基準点については，別に定めるものとす
る。 

 
（１）優良工事表彰 
   建設部長等は，次の要件を全て満たす工事のうち，別に定める推薦枠を限 
  度として，優良工事の施工業者を推薦できるものとする。 
  ①  工事成績評定点が，原則基準点以上の工事の施工業者とする。 
       ただし，次に掲げる者が施工した工事は除外する。 
   ア）土木部建設工事の施工において，過去１年以内に他の工事で６５点 
    未満の工事成績評定点のある者。 
   イ）過去３年以内に建設業法等の違反による行政処分，又は発注者から 
    「県建設工事等有資格業者の指名停止に関する要綱」に基づく指名停 
    止を受けた者。 
   ウ）県外に本店を有する者。ただし，ＪＶを除く。 
 
（２）優秀技術者表彰 
   建設部長等は，工事成績評定点が，原則基準点以上の工事に従事した技術 
  者のうち，次の要件を全て満たす技術者の中から，別に定める推薦枠を限度 
  として，優秀技術者を推薦できるものとする。 
  ①  監理技術者，主任技術者又は，現場代理人。 
  ② 現場運営，施工管理技術等が優れている技術者。 
  ③ 工事施工に際し，良心的で熱意があり，かつ技術研究が旺盛であった技 
   術者。 
  ④ 建設技術者の指導育成に努めている技術者。 
  ⑤ 安全・衛生の向上に努めている技術者。 
  ⑥ 土木部建設工事の施工において，過去１年以内に他の工事で６５点未満 
   の工事成績評定点のない技術者。 
  ⑦ 過去３年以内に建設業法等の違反による行政処分を受ける原因となった 
   ことがない技術者。 
    ⑧  原則として，県外に本店を有する建設業者に属する技術者は除く。 
 
（３）若手有望技術者表彰 
   建設部長等は，４０歳未満（工事完成時点）で，工事成績評定点が，原則 
  基準点以上の工事に従事した技術者のうち，次の要件を全て満たす技術者の 
  中から，別に定める推薦枠を限度として，若手有望技術者を推薦できるもの 
  とする。 
  ①  監理技術者又は主任技術者。 
  ② 現場運営，施工管理技術等が優れている技術者。 
  ③ 工事施工に際し，良心的で熱意があり，かつ技術研究が旺盛であった技 
   術者。 



  ④ 安全・衛生の向上に努めている技術者。 
  ⑤ 土木部建設工事の施工において，過去１年以内に他の工事で６５点未満 
   の工事成績評定点のない技術者。 
  ⑥ 過去３年以内に建設業法等の違反による行政処分を受ける原因となった 
   ことがない技術者。 
    ⑦  原則として，県外に本店を有する建設業者に属する技術者は除く。 

⑧ 過去に優秀技術者表彰及び若手有望技術者表彰を受賞した技術者は対象 
 外とする。 

 
  
 付則 
 この推薦基準は，平成２１年 ７月 ８日から適用する。 
 付則 
 この推薦基準は，平成２２年 ８月１７日から適用する。 
 付則                     
  この推薦基準は、平成２４年 ７月 ４日から適用する。 
 付則    
  この推薦基準は、平成２６年 ４月 １日から適用する。 
  付則    
  この推薦基準は、平成３０年１０月 ５日から適用する。 
 付則 
 この推薦基準は，令和 ３年 ４月２８日から適用する。 
  付則 
 この推薦基準は，令和 ４年 ５月１０日から適用する。 
  付則 
  この推薦基準は，令和 ５年 ５月１０日から適用する。 
 付則 
  この推薦基準は，令和 ６年 ４月２２日から適用する。 
 付則 
  この推薦基準は，令和 ７年 ９月 １日から適用する。 
 


